































































● 二枚貝／魚の持ち帰り方・下処理 ……………………………… 60
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アマモ  Zostera marina
アオサ類の１種  Ulva sp. 2アオノリ類の１種  Ulva sp. 1 






































フクロノリ  Colpomenia sinuosa
ワカメ  Undaria pinnatifida
マクサ  Gelidium elegans 
カヤモノリ  Scytosiphon lomentaria 
タマハハキモク  Sargassum muticum 





























藻屑。全長 1–2 m 程度。付着器は平たい盤状。円
柱状の茎から主枝を出し、側枝も多数出す。葉は























ヒザラガイ  Acanthopleura japonica
イシダタミ  Monodonta labioウノアシ  Patelloida saccharina




















イボキサゴ  Umbonium moniliferum
シマハマツボ  Alaba picta
ホソウミニナ  Batillaria cumingii
スガイ  Lunella coronatus coreensis
ウミニナ  Batillaria multiformis
アラレタマキビ  Nodilittorina radiata 






環境省 準絶滅危惧　愛知県 絶滅危惧 IA 類（CR）
































タマキビ  Littorina brevicula  
サツマクリイロカワザンショウ  Angustassiminea satumana
オオヘビガイ  Serpulorbis imbricatus
モロハタマキビ Lacuna carinifera 
ヤマトクビキレガイ  Truncatella pfeifferi
ツメタガイ  Glossaulax didyma


























愛知県 絶滅危惧 II 類（VU)






イボニシ  Thais clavigera
アラムシロ  Reticunassa festiva
ムラクモキジビキガイ  Japanacteon nipponensis
アカニシ  Rapana venosa 
カキウラクチキレモドキ  Branchystomia bipyramidata
ウスキセワタ  Philine vitrea




















環境省 準絶滅危惧　愛知県 絶滅危惧 IB 類（EN）

























ヒラミルミドリガイ  Elysia trisinuata
トゲアメフラシ  Bursatella leachii
ヒカリウミウシ  Plocamopherus tilesii
アメフラシ  Aplysia kurodai 
ウミフクロウ  Pleurobranchaea japonica
ヤマトウミウシ  Homoiodoris japonica






























キクノハナガイ  Siphonaria sirius
カリガネエガイ  Barbatia virescens
ムラサキイガイ  Mytilus galloprovincialis 
ウスコミミガイ  Laemodonta exaratoides 
サルボウガイ  Scapharca kagoshimensis
ホトトギスガイ  Arcuatula senhousia



















環境省 準絶滅危惧　愛知県 絶滅危惧 II 類（VU）












スジホシムシモドキヤドリガイ  Nipponomysella subtruncata 
バカガイ  Mactra chinensis
ユウシオガイ  Moerella rutila 
トリガイ  Fulvia mutica
シオフキ  Mactra veneriformis 









































カガミガイ  Phacosoma japonicum
ウチムラサキ  Saxidomus purpurata
コウイカ属の 1 種  Sepia sp.
アサリ  Ruditapes philippinarum











































ウミホタル類の 1 種  MYODOCOPA sp.
シロスジフジツボ  Fistulobalanus albicostatus
カメノテ  Capitulum mitella
ヨーロッパフジツボ  Amphibalanus improvisus
オオシマフクロアミ  Iiella ohshimai


































フナムシ  Ligia exotica
ニッポンモバヨコエビ  Ampithoe lacertosa
スジエビモドキ  Palaemon serrifer
ヒメスナホリムシ  Excirolana chiltoni
クルマエビ  Marsupenaeus japonicus
エビジャコ属の 1 種  Crangon sp.

































縁に 1 本にある。棘は第 1 歩脚付け根の基節に 1
本あるのみで、座節にはない。










ハルマンスナモグリ  Nihonotrypaea harmandi
トゲトゲツノヤドカリ  Diogenes spinifrons
ユビナガホンヤドカリ  Pagurus minutus
テナガツノヤドカリ  Diogenes nitidimanus
コブヨコバサミ  Clibanarius infraspinatus
ケアシホンヤドカリ  Pagurus lanuginosus










































ヤドリカニダマシ  Polyonyx sinensis
マメコブシガニ  Pyrhila pisum
イシガニ  Charybdis japonica
イソカニダマシ  Petrolisthes japonicus
ガザミ  Portunus trituberculatus
オウギガニ  Leptodius affinis




























十脚目短尾下目。甲幅が最大 10 cm 程度になる大
型種だが、干潟でみられるのは 3-4 cm 程度の幼体。
幼体の体色は干潟の砂に似た茶色系。額に鋭い 3
歯、甲らの左右に長く突き出た棘がある。鉗脚の
長節に 4 つの棘状突起をもつ。第 4 歩脚はオール
状の遊泳脚となり、水中を泳ぐ。春から秋に干潟
の波打ち帯やアマモ場で観察される。












シワオウギガニ  Macromedaeus distinguendus
モクズガニ  Eriocheir japonica
タカノケフサイソガニ  Hemigrapsus takanoi
スエヒロガニ  Medaeops granulosus
イソガニ  Hemigrapsus sanguineus
スネナガイソガニ  Hemigrapsus longitarsis
十脚目短尾下目。甲幅 3 cm 程度。名前の通り甲
らの形は扇型で、甲らと鉗にしわ状の凹凸がある。
このしわをよく観察すると顆粒でできている。額


















十脚目短尾下目。甲幅 2 cm 程度。甲らの前側縁




















ヒライソガニ  Gaetice depressus
オサガニ  Macrophthalmus abbreviatus
ウモレマメガニ  Pseudopinnixa carinata
コメツキガニ  Scopimera globosa
イトサシバ  Anaitides japonica
十脚目短尾下目。甲幅 2.5 cm 程度。甲は前側が少
し広い四角形で、背腹に平たく凹凸もない。前側












十脚目短尾下目。甲幅 1 cm 程度。甲らは丸みを
帯びた台形で、背面は滑らか。第 1-3 歩脚はほぼ
同じ大きさだが、最も後ろに位置する第 4 歩脚の












様の独特な構造物）を有する。体長 5-6 cm 程度。











ホソミサシバ  Eteone cf. longa
ニカイチロリ科の 1 種  Goniadidae sp.
ポダルケオプシス属の 1 種  Podarkeopsis sp.
アケノサシバ  Genetyllis castanea
ヒガタチロリ  Glycera macintoshi
ハナオカカギゴカイ  Sigambra phuketenesis
サシバゴカイ科。体長 4-16 cm 程度。前口葉（頭）













オトヒメゴカイ科。体長 2 cm 程度。前口葉（頭）
には 2 分岐した副感触手と 3 本の感触手をもつ。
第 1–3 節には長い触手鬚が 8 本出る。口吻には乳
頭突起があり歯も顎もない。トンボロ干潟では砂
中に生息し棲管は造らない。













3 本の感触手ならびに 2 対の触手鬚は細長い。体




コケゴカイ  Ceratonereis erythraeensis
ツルヒゲゴカイ  Platynereis bicanaliculata
ヤチウロコムシ  Lepidonotus elongatus
イシイソゴカイ  Perinereis wilsoni 
ミナミシロガネゴカイ  Nephtys polybranchia
ポリドラ属の 1 種  Polydora sp.





























スピオ科。体長 1 cm 程度。堆積物食性。前口葉（頭）







ミツバネスピオ  Prinospio krusadensis
ドロオニスピオ  Pseudopolydora kempi
マドカスピオ  Spio filicornis
イトエラスピオ  Prionospio pulchra
リンコスピオ属の 1 種  Rhynchospio sp.
ミズヒキゴカイ  Cirriformia tentaculata
スピオ科。体長 2 cm 程度。前口葉（頭）は先端丸く、
後端は細まる。2 対の眼点を持つ。よく発達した
3 対の羽状の鰓を持ち、第 2 剛毛節から始まる。3
番目の鰓は 1、2 番目の鰓より少し短小である。ト
ンボロ干潟では砂泥中に潜む。
スピオ科。体長 1-2 cm 程度。体は淡麦藁色で半
透明。前口葉（頭）先端に 2 本の角状突起。9-14
対の鰓を持ち、体中部以後に鰓はない。第 5 剛
毛節の変形剛毛群は 2 列の J 字状に配列。トンボ
ロ干潟では砂泥底に潜む。近似種オニスピオPs. 
antennata は転石帯に潜み、第 5 剛毛節の変形剛
毛群が U 字型に配列。





スピオ科。体長 1 cm 程度。体の先端に突起はなく、








ミズヒキゴカイ科。体長 3–15 cm の大形種。目を
欠き、黄橙色のやや太くてずんぐりした体。第 1





ムギワラムシ  Mesochaetpterus japonicus
チマキゴカイ  Owenia fusiformis
キャピテラ属の 1 種  Capitella sp.
ツツオオフェリア  Armandia lanceolata
メディオマスツス属の 1 種  Mediomastus sp.
タマシキゴカイ  Arenicola brasiliensis















筒形。胸部は 9 節からなり、第 7 節まで針状剛毛、





オフェリアゴカイ科。体長 1 cm 程度。体は円筒
形で、体色は半透明汚白色。体は 29 節からなり、













砂泥上に産出。剛毛節は 17、房状の鰓は 11 対。






フタエラフサゴカイ  Nicolea gracilibranchis
クロイソカイメン  Halichondria okadai
エゾカサネカンザシ  Hydroides ezoensis
ダイダイイソカイメン  Hymeniacidon sinapium
ナミイソカイメン  Halichondria panicea




































ヨロイイソギンチャク  Anthopleura uchidai
タテジマイソギンチャク  Haliplanella lineataミドリイソギンチャク  Anthopleura fuscoviridis
イトマキヒトデ  Patiria pectinifera
花虫綱六放サンゴ亜綱イソギンチャク目。体の直



















を食べる。 本種の輻長は 7–10 cm 程度まで。通













サンショウウニ  Temnopleurus toreumaticus
マヒトデ  Asterias amurensis 
マナマコ  Apostichopus japonicus
トゲモミジガイ  Astropecten polyacanthus
紐形動物門の１種  NEMERTINEA sp.







































カサシャミセン  Discradisca sparselineata
シロボヤ  Styela plicata
スジホシムシモドキ  Siphonosoma cumanense
ウスカワミジンコ  Penilia avirostris


































トゲナシエボシミジンコ  Evadne tergestina
パラカラヌス  Paracalanus parvus s.l. 
オイトナ  Oithona davisae 
コウミオオメミジンコ  Podon polyphemoides 
アカルチア  Acartia (Odontacartia) erythraea 








































マントヤムシ  Sagitta (Aidanosagitta) crassa 
アカクラゲ  Chrysaora pacifica
ヤコウチュウ  Noctiluca scintillans 
ミズクラゲ  Aurelia aurita s.l.







































ヨウジウオ  Syngnathus schlegeli
ボラ  Mugil cephalus cephalus
アカエイ  Dasyatis akajei
サンゴタツ  Hippocampus mohnikei






































シロメバル  Sebastes cheni
スズキ  Lateolabrax japonicus
シロギス  Sillago japonica
ハオコゼ  Paracentropogon rubripinnis
クロダイ  Acanthopagrus schlegelii















































アナハゼ  Pseudoblennius percoides
ミミズハゼ  Luciogobius guttatus
ヒメハゼ  Favonigobius gymnauchen
ギンポ  Pholis nebulosa




































イシガレイ  Kareius bicoloatus







ウスベニギセル  Tyrannophaedusa aurantiaca 
アミメハギ  Rudarius ercodes
ナミコギセル  Euphaedusa tau tau 
トカラコギセル  Proreinia eastlakeana vaga 









































イセノナミマイマイ  Euhadra eoa communisiformis 














































































































































































































































































































図 3  様々な干潟






















































































































































































































































































































































































































































































・66・ ・67・幡豆の干潟探索ガイドブック 幡豆 四季のレシピ
モガニ・ガザミの味噌汁
【食　材】












































































































































































からない、まさにこの地域を代表する KING OF 郷土料理。豆味噌と浅蜊のうま
みをガツンと感じる、貝汁とは一味違ったあじわいです。
牡蠣の味噌焼き
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・・編集後記・・
　2008 年に数名の教員が手弁当で始めた幡豆の研究も、その後、東海大学連合
後援会研究助成金や東海大学学部等研究教育補助金、総合地球環境学研究所・エ
リアケイパビリティープロジェクトなどの研究費や活動を通じて、多くの研究者
が集う学際的な研究活動へと広がりを見せた。このことは、とかく自分の専門に
閉じこもりがちの大学教員と学生に、他の専門分野や地元と“関わる場”を提供
してくれたと感じている。この“経験”は、他では学ぶことのできない多面的な
考え方や、専門知識・技術を実社会で活用するときの難しさと重要性を“実感” 
させてくれた。
　この本が、さらに多くの人が実践を通じた“実感”を培うことに活用されるこ
とを願っている。 （編者一同）
※ 本書の出版費用は
・総合地球環境学研究所研究プロジェクト「東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティーの向上」
・2015 年度東海大学学部等研究教育補助金「地域連携をめざす分野横断型フィールドワーク・プログラムの開発」
による。
